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胎児胸水症に関する全国実施調査（一次調査） 
貴施設名（                        ） 

回答者ご氏名 （                     ） 

e-mail アドレス（                     ） 

 

Q1: 2007 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日までの間に、貴施設で胎児診断された後に分娩した（妊娠 22

週以降、胎児死亡も含む）胎児胸水（注）の症例はありましたか？  

 

□ あった     □ なかった 

 

そのうち原発性胎児胸水注）は何例ありましたか？       （      ）例 

ダウン症候群による続発性胎児胸水は何例ありましたか？  （      ）例 

肺分画症による続発性胎児胸水は何例ありましたか？    （      ）例 

 

 

 

 

 

Q2: 胎児期に胎児胸腔穿刺もしくは胎児胸腔‐羊水腔シャント術を実施しましたか？ 

 

  胎児胸腔穿刺のみ          （      ）例 

胎児胸腔‐羊水腔シャント術    （      ）例 

 （シャント挿入前に穿刺した症例を含む） 

 

Q3: 症例の予後を教えてください 

 

  子宮内胎児死亡   （      ）例 

  分娩        （      ）例 

    生存      （      ）例 

    死亡      （      ）例 

    不明      （      ）例 

     

Q4:  2007 年 1 月 1 日から 2011 年 12 月 31 日までの間の貴施設での単胎分娩総数（妊娠 22 週以降、胎児死

亡も含む）を教えてください。 

（       ）件 

 

Q5: 今後行う予定の症例調査票による二次調査（疫学調査）にご協力いただけますか？ 

□ 協力できる     □ 協力できない 

 

今回の調査項目は以上です。ご協力ありがとうございました。 

（注）本研究での対象の原発性胎児胸水とは感染症、染色体異常、先天性心疾患などの 2 次

的に胸水をきたす（続発性胸水）原因のない場合をいいます。出生前に正確な診断は難しい

ですが、超音波検査で構造異常がないなど検査した範囲内で 2 次的原因が見出されない場合

は原発性胸水として取り扱ってください。 


